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北海道大学スラブ研究センターグローバル COE プログラム 

「境界研究の拠点形成」第８期展示「知られざるクリル・カムチャッカ 

～ロシアから見た境界のイメージ～」の開催について（お知らせ）  

 

概要： 

スラブ研究センターでは，北海道大学総合博物館内のグローバル COE プログラム「境界研究の拠点形

成：スラブ・ユーラシアと世界」（拠点リーダー：岩下明裕教授）の第８期展示企画として，１月２５

日（金）から「知られざるクリル・カムチャッカ～ロシアから見た境界のイメージ～」展を同博物館２

階グローバル COE プログラム展示ブースにおいて開催しています。（５月２６日(日)まで） 

本展示では，近くて遠いクリル・カムチャッカについて，ソ連・ロシアの画家の目を通して描かれた

この地方の風景について紹介するとともに，雄大な自然が手つかずで残されているカムチャッカ半島の

鉱物，エネルギー資源等についても紹介しています。また，1996 年ユネスコ世界自然遺産に登録され

たことで，観光資源としても世界各国の関心を集めています。 

 

◆グローバル COE プログラム土曜市民セミナー 

１）２月１６日（土） １３時３０分から１５時００分 

演題：「カムチャッカ・北千島の自然と人々」 

講師：ビクトル・オクルーギン 氏 （ロシア科学アカデミー極東支部地震火山研究所） 

場所：総合博物館１階「知の交流コーナー」（通訳付き） 

２）４月２０日（土） １３時３０分から１５時００分 

演題：「境界のイメージ シコタン・グループの活動について」 

講師：谷古宇 尚 氏 （北海道大学大学院文学研究科） 

場所：総合博物館１階「知の交流コーナー」 

３）５月１８日（土） １３時３０分から１５時００分 

演題：「近くて遠いクリル・カムチャッカ 地質と鉱物・エネルギー資源の現在と未来」 

講師：松枝 大治 氏 （北海道大学総合博物館） 

場所：総合博物館１階「知の交流コーナー」 

※北海道大学総合博物館：札幌市北区北１０西８（札幌駅北口より徒歩１０分） 

開館時間）５月 31 日（金）までは，午前１０時から午後４時となります。 

  

お問い合わせ先 

北海道大学スラブ研究センターグローバル COE 事務局 担当：岸田，山崎 

TEL：011-706-2380  FAX：011-706-4952  E-mail：gcoe-jimu@slav.hokudai.ac.jp 

 






